
達 成 状 況 評価 考　　　　　　　　　　　　　察 評価

Ａ

　生徒が主体的に学習に取り組み、わ
かりやすい授業が展開されるととも

に、学級全体が学習へ向かう態度が
向上し、生徒の自己学習力が向上し

ている。

Ｂ

　工夫されたわかる授業が展開さ
れ、思考・判断・表現する力を育成
する場面では、生徒は意欲的に授
業に取り組んでいる。

Ｃ

　工夫されたわかる授業が展開さ
れ、聞く・考える・表現する場面で
は、生徒はそれに従って落ち着い
て授業に取り組んでいる。

Ｄ
授業への取組に個人差が見られ、
集中力に欠ける生徒が見られる。

Ａ

　各教科担任および各学年で家
庭学習課題の提示と確認・評価を
継続して行い、家庭学習習慣が定
着している。（平日９０分超、テスト
期間１２０分超）

Ｂ

　家庭学習の提示と確認・評価を
継続して行い、生徒の家庭学習時
間にバラツキがあるが、全体とし
ては家庭学習が習慣化している。
（平日６０分超、テスト期間９０分
以上）

Ｃ

　家庭学習の定着が不十分であ
り、全体として家庭学習が停滞傾
向である。（平日６０分未満、テスト
期間９０分未満）

Ｄ

　家庭学習の重要性を意識せず、
全体として家庭学習時間が不足
しており、習慣化にはほど遠い。
（テスト期間でさえ６０分未満）

Ａ

　人権集会や人権講演会を通して、生

徒が個性を尊重した生き方について
考える。江津中人権宣言が完成し、そ

れを意識して行動する。

Ｂ
人権集会や人権講演会を計画的
に実施。人権宣言が完成する。

Ｃ

　人権集会や人権講演会の内容
が生徒の実態と合わない。人権宣
言が不完全にしかできない。

Ｄ
人権集会や人権講演会が実施で
きない。人権宣言が完成しない。
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①

学

習

指

導

確かな
学力の
育成

　生徒が主体的
に学習に取り組
む態度を高める
ために、わかる授
業を展開する。授
業内容によって
は、ＴＴ指導や支
援員の効果的な
活用により、きめ
細かな指導を実
施する。
　また、教材研究
に努め、ワーク
シートや資料の
工夫、ICT教育
機器の有効な活
用を図る。
　家庭学習の充
実を図るために
課題やプリント・
副教材の演習問
題など積極的に
提示し、実施の
有無の確認や評
価及び主体的に
取り組むための
支援に必ず取り
組む。

　生徒が主体的に

学習に取り組むこ
とができ、わかる授
業づくりに取り組

む。ＴＴ指導や支援
員の積極的な活用

と授業教材やICT
教育機器の有効
活用を取り入れる。

　最初に「めあて」を

提示して授業に臨
み、説明を聞く場面、
知識・技能を習得す

る場面、思考する場
面,表現や発表する

場面を明確にし、生
徒が授業で、知識・
技能を習得し、思

考・判断・表現する
力を育成する。授業

の終わりでは「自己
の振り返り」を行うこ
とで、学びの成果を

実感させ、学んだこ
とや意欲・問題意識

等につなげ、家庭学

習や次時の授業に
つなげていく。

　授業冒頭での「めあて」を提示することで、授業内容や身に付けなければいけ
ないことが明確になり、生徒の学習意欲が高まったり、理解が深まることにつな
がった。また、授業の終わりに「振り返り」をすることで、授業内容の理解の確認
や意欲の自己評価をすることができた。さらに、次時の授業や家庭学習で取り組
むべきことを考え、実行することにもつなげることができた。
　学習内容を深めたり、自分の考えを整理するためにも、自分の考えを伝え合っ
たり、深め広げられる話し合いの場を設定する授業に取り組んだ。このことによ
り、説明する方も説明を聞く方も、学習内容を深めたり、新しい気づきにつなげる
ことができた。
　各教科間での情報交換、綿密な教材研究、家庭学習につながるわかりやすい
授業ワークシートや演習問題プリントの工夫と作成、副教材等の資料、実物投影
機や教具、タブレットを活用した授業を実践してきた。また、公開授業と授業研究
を実施することで、教員の授業力向上を図った。また、積み重ねの教科や実技を
伴う教科では、ＴＴ指導や支援員の活用を図り、よりきめ細かな指導が行き届く
ように心がけた。
　言語活動を充実させる思考力、判断力、表現力を育成するために、言語活動の
場面を取り入れ、既習の知識・技能を活用して自分の考えをもち、根拠を挙げな
がら記述したり、ホワイトボードや実物投影機などを使用して発表し合ったりする
ことで、より深い理解へと導いた。

B

・わかる授業を展開するために、授業冒頭での「めあて」の提
示や授業終わりの「振り返り」を各教員が徹底して行い、生徒
が学習内容を十分理解し、その結果生徒の学習意欲の向上
等につながっている。また、チームティーチングや学校支援員
の活用により、生徒に対してきめ細かな指導が行われている
様子がわかる。その一方で、自己評価は判断基準をもった
「わかる人」には有効だが、「わからない人」には正しく振り返
ることができないケースがある。「振り返り」の方法は、わから
ない人でも書けるようなひな型や一人一人のフォローが重要
となる。また、アフターフォローとして、振り返りでできなかった
課題を本人ができるようにしたかどうかのチェックまであると
よりよくなる。今後、授業データをウェブ上で復習できる（倍速
再生や好きな所から再生）ようになれば、より復習しやすくな
り、それが家庭学習の定着及び基礎学力の向上につながって
いく可能性があるのではないだろうか。

B

・生徒が何をめあてに授業に参加すればよいのか
がわかるため、引き続きすべての授業で「学習の
めあて」の提示をする。
・生徒自身が理解できたかどうかを把握し、家庭
学習での復習につなげたり、教師も生徒の理解度
を把握したりするためにも「振り返り」を大切にす
る江津中スタイルを継続する。しかし、年度初めに
振り返りをしやすいスタイルや方法を教科の特徴
を活かしつつ確認する必要がある。復習に関して
は、自学ノートの活用を推進し、学年部と連携を取
りながら行う必要がある。
・わかる授業を進めるうえで、教材研究や生徒の
理解度の情報交換を、教科間の連携、教科担当と
学年部の連携、支援員との連携を密に行うように
する。

　学力向上につな

がる家庭学習の充

実を図るために、
各教科で示された

学習の取り組み方
や家庭学習の方法

をもとに、家庭学習

への意識を高め

る。また、生徒が積

極的に家庭学習に
取り組めるように

各学年および各教

科で家庭学習課

題の提示と確認・

評価をしつつ、個
に応じた課題提示
の工夫をする。

　学力向上を図るた

めの家庭学習を習

慣化させる。
①各教科の家庭学

習課題を提示する。
②各学年の自学

ノートの取組の充実

を図る。

③定期・習熟度テス

トへの家庭学習取
組表の実施を行う。

④家庭学習調査を

行い、毎日の学習時

間目標を平均９０分

以上とする。ただし、
テスト期間中は１２０
分以上をめざす。

　自主学習ノートへの取組は、今年度も全学年で実施。各学年部教員が毎日、
チェックや激励をし、継続できるように支援をした。また、学習内容を自分で決め
ることが難しい生徒には、実態に応じて学習内容を示し支援をした。そして、継続
することの重要性を伝え、自主学習ノートの取組を家庭学習として習慣化させる
ことができた。
　学習内容の確実な定着のために、副教材の課題を提示し確認したり、課題プリ
ントを配布したりした。また、長期休業中は、タブレットを持ち帰り家庭学習に活用
した。しかし、長期休業中のタブレットの活用は、教科や単元によって有効なとき
と、あまり有効性を感じないときがあるように思われる。同様に感じている生徒も
いるようなので、来年度は活用方法や使用する単元などの検討が必要である。
　今年度も家庭学習調査【資料1】を2学期期末テスト終了後に行い、テスト期間
ではないときの家庭学習時間の調査を行った。平日の平均は、1年生66分、2年
生57分、3年生77分、休日の平均は、1年生90分、2年生75分、3年生96分で
あった。1年生は昨年度の1年生と比較してみると、昨年度の1年生は平日の平
均が57分、休日の平均が81分だったので大きな差はなく学習に取り組んでい
ることがわかる。2年生は1年生時と比較すると、昨年度の平日が57分、休日が
81分なので、昨年同様に意欲的に学習に取り組んでいる様子がわかる。3年生
も2年生時と比較すると、平日が38分、休日が48分であったので、受験生として
の自覚をもち学習に取り組んでいる様子がわかる。しかし、個々の時間をみると、
各学年とも学習時間が非常に少ない生徒もいるため、個人の記録を見ながら担
任をはじめ、学年部や教科担任が連携しながら根気強く声をかけたり、個に応じ
た課題を提示したりすることを継続したい。このことにより、家庭学習の充実を図
り、授業への前向きな取組につなげたい。

B

・自学ノートの取組は、個々の生徒に応じたきめ細か
な対応で、家庭学習の意欲向上につながっていると
考える。家庭学習の時間も昨年度に比べて各学年と
も伸びており、家庭学習への意欲が高まり、計画的
に取り組んでいることが見受けられる。ただ、個々の
生徒で学習時間のばらつきが見られるようなので、
その生徒に対してのきめ細かな対応と家庭学習の
仕方など学習意欲を促す工夫を引き続きお願いした
い。加えて自学ノートの内容の評価と効果的かどう
かを考えていただきたい。個人の理解状況、能力に
あわせた勉強法とともに考えた方がよりよい学びに
なるのではないかと思う。また、長期休業中の家庭学
習でのタブレット機器の活用については、メリット・デ
メリットを検証し、学習の実効性の確立を望む。

B

・自学ノートの取組は、個々の生徒に応じたき
め細かい対応や、励ましのコメント等を継続す
る。そして、「できた」「わかった」という思いを
次の学習意欲につなげたい。
・取り組み方や学習内容について定着するま
で繰り返し説明をしたり、状況に応じて、何を
学習すればよいかわかるように問題の提示を
したりしたい。
・長期休業中の家庭学習ではタブレット機器の
活用が定着してきた。そこで、今までのような一
律の学習ではなく、個に応じた学習ができるよ
うに学習内容が選択できるような課題の提示
をしたい。

人権・
同和教
育の推
進

　一人一人が認
められ、差別や偏
見を許さない人
権感覚と実践力
を養い、いじめの
ない学校をつく
る。

　自他の人権を尊

重し「差別をしない
生き方」ができる

力を育てるために、
人権集会や人権講
演会、人権宣言づ

くりを通して、生徒

が考える場を設定
する。

　人の個性を認め、

助け合いながら生活
していくことについて

考えるきっかけとな
る場として、人権集
会や人権講演会を

実施する。
　生活しやすい江津

中になるように、江

津中の人権宣言を
つくる。
　日常の生徒の様子

に応じた指導、助言
をする。

　今年度は、「性の多様性」への理解をテーマに学んだ。11月中旬より校長によ
る各クラスでの絵本の読み聞かせや同じ指導案を使っての道徳の時間、特別活
動等で「性の多様性」に触れる学習機会をもち、12月10日に雲南市教育委員
会の佐藤文宣さんに、「みんな違ってみんないい　～誰もが自分らしくいきるため
にはどうしたらいいか～」という演題で人権講演会を実施した。講師から、生徒た
ちは４人での話し合う場面も提供していただき、主体的に考え話し合う姿を見る
ことができた。講演後には、生徒からの質問も活発に出た。講演会当日の事前
指導として、性の多様性アンケートで、生徒の実態に適した講演をしていただけ
た。来年度も人権課題を生徒とともに考え、講演会に向けて、道徳や特別活動な
どの時間も活用しながら学びを深めたい。
　人権宣言に関連した人権集会を実施予定だったが、感染症予防のこともあり、
学級単位の話し合い活動になってしまった。代議員会主体で、全校生徒に人権
に関する学びのしくみは定着してきたので、さらに生徒が自ら積極的に人権課題
の解決に向き合う態度を身につけるよう来年度に向けて検討したい。

B

・人権講演会を実施し、他の個性を認め合い、互い
に助け合う心を育むことができている。また、人権講
演会を行う前に事前の学習機会を設け、生徒が講
演会へ臨みやすい環境づくりをされている。そして講
演会で生徒から活発に意見や質問が出されたこと
は、講師の話を真剣に耳を傾け、自分のこととして捉
え考えていることがよくわかる。生徒のアンケートでも
見られるように、他人を思いやり、自分を大切にし、み
んなと協力して物事を解決していく姿勢は徐々に定
着してきていると思うので今後も引き続き指導をお
願いしたい。加えて「個」の違いに対する寛容性を醸
成する取組等、一層の充実を希望します。さらに、世
間の一般的な人権の話を聞くだけでなく、生徒たち
の権利を身近なところで考える時間があってもよい
と思う。全ての校則をもう一度全生徒で見直していく
など、生徒一人一人が考えてほしい。

B

・人権講演会のテーマについては年度当初に
決め、それについて、事前の学習を道徳や特別
活動を各学年に応じて行い、講演会につなげ
たい。保護者の参加も可能になるよう日程も工
夫したい。
・校則（生徒心得）については、３年生の社会
の公民の時間の人権でふれるが、「他校と比
べて、スカートが長い。校則を守っている。」とい
う程度であった。生徒の中では規則を守るとい
う考え方の方が強く、時代とともに人権感覚は
変化いくという考え方が教員も生徒も必要だと
思う。寒くなり、ひざ掛け持参がよくなり.その時
に女子にもズボンも選べるようにしてほしいと
いう意見が聞こえてきた。そういう生徒一人一
人のつぶやきを大切にしていきたい。人権宣言
は完成した。
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Ａ
図書館利用が増加し、家読が定
着（家読３０分以上）

Ｂ
図書館利用が増加し、家読が習
慣化（家読１０～２０分）

Ｃ
図書館利用が増加したが、家読
が不十分（１０分未満）

Ｄ
図書館利用が増加せず、家読も
不十分（１０分未満）

Ａ

　各教科で工夫した「話し合い活
動」を実施し、思考力・判断力・表
現力が向上した。

Ｂ
各教科で工夫した「話し合い活
動」を実施した。

Ｃ
ほとんどの教科で「話し合い活
動」を実施した。

Ｄ
「話し合い活動」の実施が不十分
だった。

Ａ

全学年において、ふるさと・キャリ
ア教育を複数回計画的に実施し
た。

Ｂ

ふるさと・キャリア教育を複数回実施
した学年と一回実施した学年があっ

た。

Ｃ
各学年，ふるさと・キャリア教育を１
回実施した。

Ｄ
ふるさと・キャリア教育を実施でき
なかった。

①

学

習

指

導

学校図
書館・
読書活
動の推
進

　多様な価値観
に触れ、表現力
や想像力を育む
読書活動を推進
する。

　朝読書を継続し
て行い、学校図書

館利用増をめざし
て読書推進活動を

充実する。

　「利用しやすい図
書館」として、図書館
利用者の増加、家庭

での読書の習慣化
を図る。教科学習に

おいての図書館利
用にも一層の活用を

推進していく。読書
ノートの活用を継続

することで、充実した
読書記録とする。

　図書の貸し出し状況は例年同様充実している。図書の購入に関しては、授業で
活用できる図書や生徒が興味・関心をもっている分野の本を入庫することで、図
書活用の活性化、充実につなげていきたい。例年どおり、図書館だよりや委員会
活動での情報提供、季節や行事ごとのレイアウトを工夫し、生徒が立ち寄りやす
い環境作りに取り組んだ。生徒の要望を聞いて興味、関心をもっている本をリク
エスト本として定期的に購入し紹介することは、今年度も継続できた。しかし、職
員から要望を聞いての図書の購入はできなかった。
　昼休みなど密になりやすい図書スペースであるため、今年度は感染予防対策
として、パーテーションの設置（貸し出しカウンター）、座席の制限、消毒の設置、
定期的な消毒を行った。しかし、表示があるにもかかわらず、従来どおりの座席
を利用するなどといった状況も見られた。コロナ禍でも安全に利用できる図書館
にしていく工夫をしなければならない。
　家読については、アンケートの結果【資料2】から、「自宅で読書をする」と答え
た生徒は36.5％と前年度の58.5％から大きく下がった。理由としては、「他にす
ることがある」という意見が多く、宿題や部活などで忙しい中学生の生活に読書
が浸透していないことが考えられる。「本を読むことが（どちらかといえば）好き」
と答える生徒は69.4％と前年度の77.2％から約10％下がった。「本を読む理
由」について聞いたところ、「おもしろい」という理由が68.5％と最も高く、その次
に「勉強になる」という理由が25.9％だった。ここには、「本を読むことが（どちら
かといえば）嫌い」と答える生徒の意見も含まれており、「嫌い＝読書の価値を知
らない」というわけではないことが考えられる。読書以外にやることがある生徒や
日頃本を読まない生徒が、朝読書を通して本に触れることで本のおもしろさや読
書のよさに気づけるよう、工夫して読書啓発に取り組む必要性があることを、今
回の結果をふまえ改めて感じている。

C

・図書館の貸出状況はここ数年で定着してきた。図
書の選定も生徒のリクエストを取り入れたり、授業で
活用できる本を積極的に購入されていることが大き
な理由だと思う。ただ家読の時間に関しては昨年度
に比べ大幅に減少している。単に読書に充てる時間
がスマホなどのメディアなどに取られているためであ
ろう。根本的に家庭で本を読む環境が整っていない
ように感じる。本を読むことが好きな生徒は多く、朝
読書も何年も継続的に行われており、読書の意義や
利点を認識させる取組や工夫が必要である。また、
家読にこだわらず、1日のどこかで少しでも本を手に
取るという形でも実施し、自らの限りある人生の中で
は経験できないことや情報、価値観に触れられる大
切な時間をつくるようにしてもよいのではないか。

C

  ・家読も含め、本を手に取ることが定着するよ
う取り組んでいかねばならないと感じる。学校
としては、今までのよう に朝読書の時間を取る
こと、図書スペースの環境を整えること、本の魅
力を伝えること、授業を通して本を紹介する機
会をつくることに取り組み、読書の定着をめざ
したい。また家読の定着を図るのであれば、長
期休業などに各教科から出される課題を、読
書（本1冊でなくとも部分読みでもよい）を必
要とする課題を出すなどの工夫をすることも効
果的だと考える。本を手に取ること、本を読むこ
とが、人生においてよい経験となることや、多く
の価値観に触れられることなどを伝える機会を
増やし、発信をしていきたい。

言語活
動の充
実

　「つながる力の育
成」のために各授

業で積極的に話し

合い活動を行い、

自分の考えを伝え

合い、深め広げる
授業づくりに取り
組み、思考力・判断

力・表現力の向上

をめざす。

　各教科等で、自

分の考えをもち、伝
える手だての工夫、

話し合い活動を通

して考えを深めるこ

とのできる題材の
工夫をする。

　全教科の授業で自

分の考えをもち、考
えを伝える場面の設

定をする。そして、

「話し合い活動」を

活用して、生徒の考
えを深め広げる。

  教員アンケートで「自分の考えを伝え合い、深め広げられる話合いの場の設
定」が「十分できた」・「できた」教員は80％、「次の授業や家庭学習にいかされ
る『ふり返り』の工夫」が「十分できた」・「できた」の回答は75％となっている。3
年生の意識調査で「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができていると思う」の肯定的意見が84.4％と4月
から5.9ポイント増加している。また、生徒アンケートで「道徳の授業では、自分の
考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいる」の
肯定的意見は、1学期が93％、2学期は94％とともに高く、言語活動を通して道
徳性を養っていくことができている。

B

・教員アンケートでは「話し合いの場の設定」や「振
り返りの工夫」ができたという回答が80％あった。生
徒のアンケートでも肯定的意見が多く、話し合うこと
で、自分とは異なる意見を考えること、協力すること、
自己肯定感があがっている。ここ数年の言語活動の
取組の成果が表れている。特に道徳の授業に関して
は、その成果が授業に厚みや奥行きを生んでいるよ
うで、とても喜ばしく思う。この取組により、話し合い
活動が充実し、生徒が自主的に授業に関わるように
なり、思考力・判断力・表現力が身についてきている
と感じる。さらにこのことが家庭学習へのモチベー
ションへつながってほしい。

B

・「話し合い活動」において、自分の考えを深め
るためには、お互いに意見の根拠を伝え、そこ
を手がかりにして話をしていくとよい。「根拠を
もって説明できる」ように、ワークシートなど指
導の工夫をすすめる。
・「話し合い活動の基本型」を利用し、話し合
いの進行がスムーズにできるようにする。指導
者側が「話し合い活動」指導のポイントを共通
理解し、全教科で取り組みやすくするために、
研修等を実施し、効果的な実践について紹介
をしていく。

②

ふ

る

さ

と

・

キ

ャ
リ

ア

教

育

ふるさ
と・キャ
リア教
育の推
進

　キャリア教育の
体制を整えるとと
もに、将来に生き
る大きな夢や希
望を育む。「江津
の明日を創る
人」を育てるため
に、ふるさと・江
津に根ざした各
種体験活動を核
とした取組を推
進する。

　地域の教育資源
（ひと・もの・こと）

を有効に活用し、
各学年で系統立っ

たふるさと・キャリ
ア教育を推進す

る。

　各学年で取り組む
本町探訪、修学旅行

の企業訪問、事業所
訪問、福祉学習、上
級学校調べ、職場体

験等の活動が系統
的に、より一層充実

するように努める。ま
た、地域の「ひと・も

の・こと」を活用する
ことで、地域の魅力

や課題の理解を進
める。

  第1学年においては、ふるさと・キャリア教育を計画的に実施することができた。
内容は本町探訪、地元の企業の講話をもとにしたプレゼンテーション作り、地元
の上級学校での講話をもとにした職業調べである。江津のよさを再確認し、自分
の将来と関連させて考えることができた。
  第2学年においては、市社会福祉協議会の協力を得て、江津市の福祉の状況
や中学生ができることについて出前講座を活用して学び、障がいのある人の理
解を深めるため、パラスポーツ（ゴールボール）体験をする予定である。修学旅
行が延期になったため、当初の計画で進めることができなかった。
　第3学年では、新型コロナ禍で心配な面もある中、市内41の事業所において
職場体験を行わせていただくことができた。自分たちの住む「ふるさとごうつ」の
人たちと関わりながら、地域の方々の働く姿を見て、お話を聞いて、実際に自分
で体験することにより、働くことの大変さやおもしろさ、難しさなど多くのことを学
ぶことができた。この体験は、将来の自分自身の生き方を考えるよい契機になっ
たと同時に、ふるさと江津の「ひと・もの・こと」のよさを再認識することができた。

B

・ふるさと江津の「ひと・もの・こと」を通じて、地域の
ことを学び、地域の人と交わる機会が保証されるの
は大変よいことである。そのことで、生徒たちがふる
さとに愛着をもち、将来江津の頼もしい人材になって
くれればうれしい。職場体験も、コロナ禍の状況下で
４１もの事業所が協力してくださり実施できたことは
大変有難いし、事業所の方々への感謝の心をもつこ
とも指導していただきたい。また、この体験が一過性
ではなく、生徒の将来の人生のヒントになるように意
識づけをしていただきたい。加えて教師という職業に
憧れる生徒もいると思うので、教員も模範となるよう
な行動をお願いしたい。さらに地域行事への中学生
の参加はスケジュール的になかなか難しいとは思う
が、地域活動に興味をもつ生徒も少なからずいると
思うので、地域コミュニティや自治会組織とも情報を
共有してその機会を探ってほしい。

B

 ・感染症対策もある中、地域の事業所をはじ
め、たくさんの方に協力していただき、どの学年
も体験活動を行うことができた。体験と将来の
自分を関連づけるような振り返りを考える必要
がある。また、コーディネーターのお世話になる
ばかりではなく、教職員も地域の方との交流を
大切にしていきたい。
・校外に出かけた時のあいさつやお礼状書き
など生徒に指導するのに合わせ、大人も生徒
の手本となるような態度を確認し合うようにし
ていきたい。



達 成 状 況 評価 考　　　　　　　　　　　　　察 評価

評価

項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標
取組・成果指

標
評　　価　　基　　準

自 己 評 価 学校関係者評価
改善策

Ａ
生活習慣、規範意識が向上し、
ネットトラブル等が起きない

Ｂ 生活習慣、規範意識が向上

Ｃ 生活習慣、規範意識が向上せず

Ｄ 生活習慣、規範意識が下降

Ａ
積極的な健康管理により、健康に
配慮した朝食摂取が定着

Ｂ
自己の健康管理により、健康に配
慮した朝食摂取が習慣化

Ｃ 自己の健康管理に努力が必要

Ｄ 健康管理が不十分

Ａ
目標を立て計画的に健康・体力づ
くりを実践

Ｂ
計画的に健康・体力づくりを実践
（４０分以上）

Ｃ
計画的に健康・体力づくりを実践
（１５分以上）

Ｄ
健康・体力づくりが不十分（１０分
未満）

③

生

徒

指

導

生徒指
導の充
実

　教職員の共通
理解・協力体制
により、社会規範
を遵守する態度
を育成する。

　望ましい生活習

慣の定着とふるま
い向上のため、生
徒会と連携しなが

ら指導を行う。

　生徒会と連携した

ふるまい向上等を推
進し、生徒の基本的
生活習慣、規範意識

が向上する。
　情報モラルについ

ては、家庭への情報
提供し、特に「家庭
内の約束」の遵守を

めざす。

　挨拶、返事、靴揃えを基本とし、年間を通じて様々な機会を使って繰り返し指導
を行った。挨拶の声はまだ十分とは言えないが、靴揃えは習慣になってきており、
ほとんどの生徒が意識して揃えていた。また、身だしなみについては、生徒会生
活委員会が行う、毎朝の名札チェックや服装チェック重点週間の活動もあり、多
くの生徒が身だしなみに気をつける意識を常にもち、学校生活を送ることができ
た。
　不要物の持ち込みや反社会的な行動は全くなく、一人一人が規範意識をもっ
て生活することができていた。
　ネットトラブルについては、1・2学期に数件発生した。一時的な感情で発信（発
言）したことで、不快な思いをした生徒がおり、家庭と連携して指導を行った。ま
た、なりすましによるトラブルもあり、学級指導だけでなく、全校集会を行い、SNS
の使い方を中心に指導した。また、外部の専門家を招き、学期に１回ずつ情報モ
ラル講演会を実施し、全校生徒のモラル向上を図った。一方、ＰＴＡ総会等の機
会を通じ、保護者に対しても啓発を行っていたが、昨年度に続いて、感染症拡大
防止の観点から研修会未開催など十分な実施には至らなかった。「スマホ・イン
ターネットの家庭内の約束」が徐々に形骸化し、利用時間が守られないなど保護
者の意識はあまり高まっていないことが課題である。

B

・「挨拶」「返事」「靴揃え」は江中の誇れる伝統と
なっており、引き続き指導をお願いしたい。学校外で
の挨拶に関しては挨拶が返ってこない生徒もたまに
いるが、多くの生徒は元気よく挨拶を返してくれる。ま
た、生徒会生活委員会による重点活動により、生徒
の身だしなみについての意識が向上したことはよい
ことである。また、継続的に行っている情報モラルの
取組だが、今年もネットによるトラブルが数件発生し
た。各学期に情報モラル講演会を開き、生徒のモラ
ル向上を図っているが、次々と興味をそそる新機能
が開発されている現状では今後ますますトラブルは
増えていくことが予想される。しかし、多くのことを禁
止するのではなく、危険性を知り、予測し、回避する
方法を学んで利便性を得る方が重要である。もはや
使うことが当たり前なので、「起きる可能性が高い」、
「起きた後にどう行動すべきか」の段階に進んだ方
がよい。今後も生徒だけでなく保護者を含めた啓発
を行ってほしい。併せてノーメディア習慣について、取
組状況とその効果がどれほどなのか分析してほし
い。

B

・引き続き、「挨拶」「返事」「靴揃え」を継続し
ていきたい。また、今年度挨拶が課題になった
ため、生徒会を中心に挨拶に関する取組を考
え、実施していきたい。
・情報モラルについては、中学校のみならず小
学校でも必要性が高くなってきており、小学校
とも連携を取りながら、発達段階にあった指導
を心掛けることと、内容の精選を行いたい。
・昨年度も行ったが、校区小中学校同じ期間に
ノーメディア週間を設け、「スマホ・インターネッ
トの家庭内の約束」が守られるようにしていき
たい。また、ノーメディア週間の記録を残してい
き、状況の把握を行い、対策を考えていきたい。

④

健

康

の

増

進

・

体

力

の

向

上

学校保
健及び
食育の
推進

　学校保健計画
に基づいて、生徒
の自己健康管理
力の向上を図る。
また、「食」に関
する正しい知識と
望ましい食習慣
を身につけさせ
る。

　疾病予防等の指
導や「食」に関する

指導を通して、自

己健康管理力の

向上と健やかで逞

しい心身の育成に
努める。

　１日のスタートの要

となる朝食摂取につ

いて、昨年度までの

朝食摂取の取組を

土台に、朝食の内容
の充実を図るための

取組を行う。栄養教

諭と連携を図り、家

庭科や学級活動で

指導した内容を長
期休業中に家庭で

実践する場を設定す

ることで、生徒及び

家庭への啓発を行

う。

　今年度は、夏季休業中と冬季休業中に「朝食チャレンジ」を実施した。夏季休
業は期間が長いこともあり、「朝食に一品プラス」「味噌汁を二日間作る」「朝食
の献立を自分で考えて調理する」という三つの取組をすべて行った生徒が、
36％あった。特に3年生は部活動を引退した生徒がおり、生活習慣を整える意
味でも朝食を意識することがよかったという感想があった。冬季休業は期間が短
く、三つの取組をすべて行った生徒は22％と減少したが、「朝食に一品プラスす
る」取組には半数の生徒が取り組んでいた。「朝食に一品プラスする」取組では
「普段の朝食のバランスが悪いと思った」「一品プラスするだけでバランスが取
れると思った」、また「味噌汁を作る」取組では「親子で味噌汁の具を何にする
かと話し合った」、「具を工夫すれば栄養のバランスがよくなることに気づいた」
という感想が書かれていた。「朝食を自分で調理する」取組では、「どんな野菜
を使うのか考えた」「意外と難しかった」という生徒の感想があったが、保護者か
らは「前回作ってくれたときより手際よく作ってくれた」「こういうきっかけで朝食
の栄養バランスを考えることができる」という感想があり、栄養面で朝食を考え
る機会になったことがうかがえた。長期休業中の課題としての取組だが、「継続
し意識したい」という声が多くあった。意識付けのきっかけとして今後も長期休業
には取組を示し、日常的に健康に配慮した朝食摂取につながるようにしたい。栄
養士にアドバイスを求め、よりよい取組となるよう改善したい。

B

・昨年までの朝食摂取の取組の成果を踏まえ、「朝
食に1品プラス」など新たなチャレンジを3つ追加し
て実施。この試みは生徒自身が食生活を見直す意
味で大変意義があり、心身ともに成長期の中学生に
とって、栄養バランスや食の大切さを考えるよいきっ
かけになったと思う。また、子ども自らが調理をするこ
とができれば、自分自身で健康を守ることができ、将
来的な自立等でも必要である。併せて、食は毎日の
ことで、少しの改善でも大きな効果が生まれるので、
今後も生徒と保護者が食生活についてもっと興味・
関心をもっていただくため、いろいろな企画を考えて
ほしい。

B

・朝食チャレンジを1年に2回実施することで、
家庭での食生活を見直すきっかけとなるよう今
後も実施したい。家庭の協力が得られるよう
に、負担が少ない形での実施を考えたい。
・栄養教諭の指導や助言をいかし、成長期の
食習慣や栄養バランスへの関心を高めるなど
意識付けをしていきたい。

体力の
向上

　体力向上に係
る体育的活動の
推進に努め、生
涯に渡る健康な
ライフスタイルづ
くりを推進する。

　運動の合理的で

豊かな実践を通し
て、運動の楽しさや

喜びを味わうこと

ができるようにす
る。

　健康なライフスタイ

ルを確立するため、
家庭での健康・体力

づくりを行う。体育の
授業において保健
分野からの指導など

授業改善に努めて

いく。長期休業前に、
体力づくりの啓発を

行い、家庭との連携
を図る。

　多くの生徒が運動の必要性を理解し、意欲的に運動に取り組む姿勢が見られ
た。特に、長期休業前は、体育科が中心となり、計画を立て、毎日記録をさせるこ
とで意識を高め、内容や運動強度についても、個別に選択できるようにいくつか
の選択肢を示したため、取り組み易かったのではないかと推測する。しかし、各
学年の長期休業中の運動時間を平均すると、1年生が30分、2年生が36分、3
年生が27分となった。昨年度より運動実施目標時間を40分としたが、学校全体
の平均が約30分であり、昨年度と同様な結果となった。
　今年度も、生徒会体育委員会の取組として「体力づくり」を行い、月1回長縄跳
びを行った。コロナ禍にあり、全員で集まっての活動が難しい中、生徒を中心に
対策を考え、頻度は少なかったが実施できた。
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、家で過ごす時間も増え、「運動した
い」「体を動かしたい」「汗をかいてすっきりしたい」という生徒が増えてきている
ように感じる。生徒の意欲に沿った指導を心がけ、例示を増やして選択の幅を広
げ、誰もが進んで運動に取り組めるような工夫を引き続き考え、来年は目標が達
成できるようにしたい。

C

・新型コロナの影響により、成長期真っただ中の中学
生が外で思いっきり体を動かすことができず、また部
活動も制限を受けているこの2年間の現状を見るに
つけ、運動不足が心配された。しかし、学校では生徒
会体育委員会の「体力づくり」の取組や休業中で
個々の体力に合わせたメニューを提供するなど学校
側が計画を綿密に立て、取組を促している。学校で
の取組と家庭での対応をリンクさせ、運動不足の解
消に向け、粘り強く進めてほしい。手段の選択と記録
による意識づけなどを行い、運動をしない層に働き
かける取組を期待する。

B

・コロナ禍の制限はこの先も続くと考えられる
ため、臨時休業期間中に出したトレーニング例
も含め、一人でもできる運動メニューをさらに
増やしていきたい。
・体を動かすだけでなく、得られる効果につい
ても伝えていくことで、自主的に運動に取り組
む生徒を増やしていきたい。また、おたより等を
活用して家庭にも啓発できるようにしていきた
い。



達 成 状 況 評価 考　　　　　　　　　　　　　察 評価

評価

項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標
取組・成果指

標
評　　価　　基　　準

自 己 評 価 学校関係者評価
改善策

Ａ
マニュアル改善、点検・修繕等を
迅速に実施し、安全推進

Ｂ
マニュアルの改善、点検・修繕等
を迅速に実施

Ｃ
点検がきちんとでき、必要に応じ
修繕・修理

Ｄ
点検はきちんとできたが、修繕・修
理が不十分

Ａ
危機回避の講話、実習等の実施
で安全意識が向上

Ｂ 危機回避の講話、実習等を実施

Ｃ
危機回避の講話、実習等を一部
実施

Ｄ
危機回避のための講話、実習が
不十分

Ａ
個別の教育支援計画，指導計画
を遂行し、成果が表れた

Ｂ
個別の教育支援計画・指導計画
を実行した

Ｃ
個別の教育支援計画・指導計画を実
行したが、計画の改善が必要

Ｄ
個別の教育支援計画・指導計画
を実行しなかった

⑤

安

全

管

理

・

指

導

学校安
全の推
進

　安全で安心な
危機管理体制の
確立に努める。

　危機管理マニュ
アルの改善ととも

に、毎月安全点検
を実施し危険箇所

の修理等を迅速に
行う。

　危機管理マニュア

ルの見直しと、毎月
１５日の安全点検実
施に伴い、点検・修

繕・修理を迅速に行
う。

　食物アレルギー対
応委員会を組織し、
実態と対応を把握す

る。

　校舎の多くの箇所で破損・故障が見られ、市教委と連携しながら改善・改修を
進めている。しかし、経年劣化等による校庭の防球ネットの破損や海からの塩害
による柔道場の北側の窓の開閉についての修繕は現在対応してもらっている状
況である。今後も市教委と連携しながら、速やかな改善・改修に努めたい。また、
毎月定期的に実施している安全点検では、今年度は生徒目線による安全点検
を実施した。その結果、毎日過ごしているからこそわかる状況報告をしてもらい、
修繕や消耗品の交換に役立った。今後も日々の生活の中での情報交換を大切
にし、点検・修繕に努めていく。
　危機管理マニュアルの見直しを図るとともに、病気や様々な特性を抱える生徒
の理解にも努め、その危機対応のためのSCによる職員研修を行うなど、万一に
備える体制づくりが確認できた。また、養護教諭を中心にアレルギー面談の時間
を設けて、丁寧に対応するなど安心安全な体制が構築できている。

B

・今年度は生徒目線による安全点検を実施した。生
徒たちからのいくつかの改善の指摘が見られたこと
はよかった。また定期的に行うのもよいが気づいたと
きにすぐ報告できる場所・ノートなどがあってもよい。
ただ構造物である限り経年劣化は不可避であり、校
舎及び各種設備等の改善・改修は市担当課と連携
をとり、より綿密な安全対策・危機管理対応を実施し
てほしい。
・危機管理マニュアルは毎年点検、更新をし、ブラッ
シュアップするとともに、可能な限りシミュレーション
を行い、机上の空論にならないよう、緊急時に即対
応できるようにしてほしい。
・命にかかわるアレルギーをもつ生徒たちに養護教
諭を中心に一人一人面談し、丁寧に対応できてい
る。情報を早期に把握し、保護者や小学校とも連携
し、万が一の事態を想定し、個に応じたよりきめ細か
な対応の継続を望む。

B

・生徒目線による安全点検の実施は今後も継
続した取組としたい。また、校舎等の各種設備
においては、市教委と連携を図りながら必要に
応じて対応していきたい。
・危機管理マニュアルの見直しは毎年行うとと
もに、報告、連絡、相談の徹底も図りたい。

安全対
応能力
の向上

　安全意識を高
め、危機回避能
力、危機対応能
力の向上をめざ
す。

　学校事故、交通

事故や薬物乱用等
の防止教育を徹底

する。

　危機回避力習得の

ための講話、実習等
で、生徒の安全意識

の向上を図る。特

に、自転車通学生の

交通マナーを遵守さ

せる。消防署等と連
携した計画的な避

難訓練を実施する。

　例年1学期に交通事故が多発するため、入学前の入学説明会でも自転車の乗
り方について指導を行うとともに、事前に練習を行うよう呼びかけを行っている。
また、入学直後には警察の方を招き、講話を行うとともに、学校周辺での乗車練
習を行った。今年度は、自転車のマナーアップ指定校に選ばれたが、まだまだ並
進や見えないところでのノーヘルがあるなど完全とは言えない点もあるため、引
き続き安全指導を充実させたい。
　避難訓練については、1学期は火災を、2学期は地震を想定した訓練を行った。
多くの生徒が真剣に取り組み、良好な避難態度であった。3学期は浸水害を想
定した訓練を行う予定である。
　薬物乱用防止については、保健体育の授業で扱うとともに、3年生については3
学期に外部講師の方から講話をしていただく予定である。

B

・今年度は自転車のマナーアップ指定校に選ばれ、
自転車の安全運転についていろいろな講習を行った
が、年度当初の新1年生の特に女子の自転車の運
転は非常に不慣れで危ない場面も多々見かけた。大
きな事故がなかったことは何よりである。登校時は目
立ったマナー違反は見られないが、下校時や休日に
ついてはマナー違反（ノーヘル、並列など）や危険運
転の事例が少なからず見られ、事故に直結しかねな
い危険な事例もあった。今後、通学路の危険個所の
把握を生徒や保護者も一緒になって定期的に行い、
警察や行政への改善要望をする必要もある。避難訓
練は、今後もいざというときに素早く行動に移せるよ
う、様々な場面を想定しながら実施してほしい。また
実際に起きた事例などからリアルな動きを考える訓
練などもよい。学校近隣にある保育所、老人施設、病
院、高校と市の防災を介して、合同での災害時の避
難対応等の連絡会議を検討する必要性もある。薬物
乱用については、どこの薬局でも簡単に手に入る市
販薬の大量服用など、薬物依存も進んでいるような
のでしっかりと指導してほしい。

B

・新１年生を対象とした自転車教室を入学後
早めに設定し、安全指導を行う。また、登校時
だけでなく、下校時の自転車マナーについて
も、「並列」「ノーヘル」の危険性を生徒に伝え
ていくことで登下校の交通ルールの徹底を
行っていきたい。
・避難訓練については計画的に実施すること
ができた。今後は、近隣の外部機関との連携も
視野に入れて取組を行っていきたい。

⑥

特

別

支

援

教

育

校内・
個別支
援体制
の充実

　特別支援教育
の校内体制を整
備し、個別の教
育ニーズに対応
した指導・支援を
充実させる。

　適切な実態把握
をもとに作成した

個別の指導計画
及び個別の教育支
援計画により、支

援を充実させる。

　諸検査や複数の教
員での観察など実
態把握を行ったうえ

で、個別の指導計画
や個別の教育支援

計画を作成し、遂行
する。

　個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成し、実行することができた。以
前、作成したことがある担任は評価可能な具体的な目標を設定していた。新着
任の教員には個別にアドバイスを行ったところ、実際的な目標を立てることがで
きるようになった。評価可能な具体的な目標を設定したことで、成果が表れた生
徒が多かった。

A

・様々なケースの支援を必要とする生徒は年々増加
傾向にある。そういう現状の中で、生徒一人一人に
対して、将来を見据えた個別の支援計画を作成し実
施したことは大変評価できる。生徒は教員の異動に
よって担当が変わることに不安を覚えると思うので、
引継をしっかりして、他の教員も情報を共有し生徒や
親の不安を解消できるような体制を築いてほしい。ま
た、個別支援の成果に関しては、保護者の協力が
あってこそなので個々の対応を慎重かつ丁寧に行っ
てほしい。

A

・次年度も年度初めに個別の教育支援計画や
個別の指導計画について説明会を行う。
・個別の指導計画に記載する手立てについて
情報を提供する。
・保護者への説明を丁寧に行う。



達 成 状 況 評価 考　　　　　　　　　　　　　察 評価

評価

項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標
取組・成果指

標
評　　価　　基　　準

自 己 評 価 学校関係者評価
改善策

Ａ
月１回以上の定期的な連絡を行
い、支援が充実

Ｂ 月１回以上の定期的な連絡

Ｃ 学期に１回以上の連絡

Ｄ 連携、連絡とも不十分

Ａ
１人１回以上の公開授業の実施
により授業力が向上

Ｂ １人１回以上の公開授業を実施

Ｃ 公開授業を実施

Ｄ 公開授業を実施できなかった

Ａ
学校だより、学級通信、ＨＰ等によ
る有益な情報を定期的に発信

Ｂ
学校だより、学級通信、ＨＰを定期
的に発行・更新

Ｃ
学校だより、学級通信を定期的に
発行、ＨＰは時々更新

Ｄ
学校だより、学級通信を定期的に
発行、ＨＰは更新できず

Ａ
小中高の計画的な交流により連
携が充実

Ｂ
小中高の計画的な交流を積極的
に実施

Ｃ 小中高の交流を実施

Ｄ 小中高の計画的な交流が不十分

⑥

特

別

支

援

教

育

関係機
関との
連携，
他校と
の交流
の推進

　教育、医療、福
祉等の関係機関
と積極的な情報
交換を行うことに
よって、連携を強
化する。

　医療、福祉等の

関係機関、近隣の
特別支援学校と積
極的な情報交換を

行う。

　関係機関、近隣の

特別支援学校等と
の定期的な連絡体

制を整える。

　今年度は関係機関との連携が昨年度より密になった。特別な支援を要する生
徒が受診する際には、各担任が生活や学習の様子を文書にまとめ、医療機関に
情報提供をしたり、保護者の要請に応じて受診に同行したりした。それにより、医
師からより具体的な指示を得ることができ、症状や行動上の諸問題の改善に至
ることができた。
　しかし、情報提供の様式が統一されていないことや生徒一人一人に応じた情
報提供のあり方などが共通理解されていないなど課題も見られた。
　一方、特別支援教育コーディネーターではなく、学年主任が主体となったケース
会が実施されるようになったことは大きな成果であった。

A

・関係諸機関との連携は昨年度より一層充実してい
る。また各担任が医療機関に情報提供したり受診同
行したりして、生徒に寄り添うきめ細かな対応をされ
たことは、生徒本人のみならず保護者の方にも安心
感や信頼感をもたらしたと思う。教員も医療機関か
ら直接具体的な指示を得ることができたことは生徒
が学校生活を送るうえで非常に有意義なことだと思
う。ただ担当の教員個人にのみ負荷がかかることの
無いように配慮し、この対応・取組が持続可能となる
ことを願う。また今年は、ケース会議を学年主任が主
体になって行われたことで学校全体で情報を共有
し、生徒をバックアップするという観点からも非常に
意義がある。

A

・今後も可能なときに受診同行を継続する。
・受診同行が有意義なものになるように医療
への情報提供の際の様式の案を作成した。そ
の案をもとに生徒の実態に沿うよう改訂を重
ねたい。

⑦

研

修

校内研
修の推
進

　校内での研修
を計画的に行い、
授業力の向上に
努める。そして、
生徒の「つなが
る力」を育成す
る。

　校内研修の充実
により、「次の授業

や家庭学習に活か
される振り返りの

設定」、「自分の考
えを伝え合い、深

め広げられる話し

合いの設定」、「学

習内容が将来や社
会とつながってい

るという意識づけ」

を実践する中で授

業力の向上をめざ

す。

　授業改善アクション

プランの３つの具体
的取組（①「振り返

り」の工夫、②　自分
の考えを伝え合い、
深め広げられる話し

合いの場の設定、③

今学んでいることが
自分の将来や社会

とつながっているこ

とを意識できる授業

づくり）をもとに授業

実践をすすめ、校内

研修を計画的に行

い、教職員どうしが
学び合う機会を設け

る。

  今年度も1人1回以上の授業を公開し、授業力の向上に努めた。教員による学
校評価での「授業研究に努め、授業力の向上を図ることができたか」の肯定的
評価の割合は1学期は100％、2学期は95％という回答であり、ほぼ全員が授
業力向上を図ることができたと回答している。教員アンケートで「今学んでいるこ
とが、自分の将来や社会とつながっていることを意識できる授業づくり」が「十分
できた」・「できた」の回答は65％であり、指導方法の工夫が進んでいる。キャリ
ア・パスポートで「今、学校で学んでいることと自分の将来とのつながりを考える
など、学ぶことや働くことの意義について考えましたか」の「よくできた」の回答の
1学期から2学期での変容が1年生で29％→33％、2年生で35％→37％、3年
生で30％→47％となっており、少しではあるが授業実践の効果が現れている。
また、生徒による学校評価では「先生は、授業の『振り返りを』きちんと行ってい
る」と回答した生徒が1学期は92％、2学期は86％と高い割合となっている。
  キャリアパスポートの「つながる力」を問う設問で１学期から２学期への生徒の
変容をみると、「周りの人の意見を聞く時，その人の考え方や気持ちを受け止め
ようとしましたか」、「相手が理解しやすいように工夫しながら、自分の考えや気
持ちを伝えようとしましたか」、「自分から役割や仕事を見つけ、分担するなど、周
りの人と力を合わせて行動しようとしましたか」の各設問に対する「よくできた」
の回答が１学期から２学期は増えている。しかし、「よくできた」の回答が８割に
満たないので、「自分の考えを伝え合い、深め広げられる話合いの場の設定」の
継続が生徒の「つながる力」のさらなる向上に必要と考える。

B

・全ての教員が授業改善アクションプランの具体的
な取組をもとに、公開授業や校内研修を計画的に実
施し、自らの授業力の向上に努めている。生徒の評
価からも授業でいえば、めあてを示しており、授業の
質問に対応していることから、目標立てとフォローを
しっかりされていると思う。ただ、授業の振り返り、授
業の説明や進め方のわかりやすさで生徒のポイント
が落ちている。教員へのアンケートからも「次の授業
や家庭学習にいかされる振り返りの工夫」や「今学
んでいることが、自分の将来や社会とつながっている
ことを意識できる授業づくり」において、他より苦戦さ
れているように思えるので、学校全体や学年、教科間
で連携を図って取組を推進してほしい。

B

・ 「授業改善アクションプラン」の３つの柱を各
教科で具体的にどのように取り組むかを、教科
部会で話題にし、共通理解のもとで授業実践
をする。特に「振り返り」が、興味・関心をもった
内容等の家庭学習への動機づけとなる工夫を
していきたい。
・１人１回以上の授業公開を各学年部の教科
担当者で参観し、「話し合い活動」や「振り返
り」、「将来の自分や社会とつながっていること
を意識できる授業づくり」などについて授業改
善のヒントをお互いが得られるように計画をし
ていく。

⑧

保

護

者

・

地

域

住

民

等

と

の

連

携

情報公
開の推
進

　学校教育の内
容や計画を広く
情報発信する。

　学校だより、学級
通信等を定期的に
発行し、ホームペー

ジの更新を適宜行
う。

　年間計画に沿って、

学校だより、ホーム

ページ等で定期的

に情報を提供する。

ホームページについ
ては、載せる内容に
ついて教職員から意

見をもらい充実させ
ていく。また、メール

配信システムを緊急
連絡だけでなく、諸

活動の案内としても
有効に利用する。

　今年度も、HPは毎月1回の学校だよりと次月行事予定表を定期的に更新する
ことができた。一方で、生徒会活動、部活動の大会結果報告等については、活動
の様子を発信することができなかった。しかし、HPでは伝えられなかった内容に
ついては、学年主任や学級担任がそれぞれ通信を作成して保護者に伝えること
ができた。今後は、生徒の活動の様子をHPにも掲載し、保護者をはじめ地域の
方にもお知らせできるようにしていきたい。
　メール配信システムについては、緊急時及びそれ以外（部活動）にも利用するこ
とができている。また、メールだけでは伝わりにくい内容については、紙媒体をHP
にアップし、確認できるようにもしている。現在全保護者の登録を呼びかけている
ところである。

B

・授業体験や部活動体験は、児童にとって中学
校生活のイメージをつくる上で効果的であり、
引き続き実施したい。
・高校との連携は、美術部の活動で行うことが
できた。まずは、学年や部活動単位で可能なも
のから実践していく。
・「ネット利用の家庭内の約束づくり」や「情報
モラル講演会」については、校区内の小学校と
実施し、同じ歩調で連携をすすめたい。

B

・新型コロナの影響を受けて、各種行事が中止や縮
小されたり、保護者も参観日などもなくなったり、学
校へ足を運ぶ機会がほとんどない状況である。その
ため、今年も学校だよりの発行やホームページの更
新は計画通りに行い、色々な情報を発信した。保護
者もホームページや学校だよりを通して、学校や生
徒の様子を少なからず把握できたことは有難かった
と感じる。今後もメール配信システムと紙媒体を併用
し、保護者等への連絡を継続してほしい。また、地域
住民への発信についてはこれまでも議題に上がって
いるが、現実はなかなか難しい。年に1・2回程度、学
校の様子をお知らせする情報公開ができないか検
討してほしい。

B

・今後も、月の行事予定、学校だよりの公開は
定期的に継続する。
・今年度公開できなかった部活動、生徒会活
動での情報発信を積極的に行うようにする。
・メール配信システムは、緊急時以外でも積極
的に活用できるように、職員全体に周知してい
く。

学校間
の円滑
な連
携・連
動の推
進

B

・校区内の小学校との交流は、授業や部活動体験な
どを通して、中学校入学に向けて児童が夢をふくら
ませたようで、うまく連携が図れた取組である。キャリ
アパスポートの連携を図るべく、小中合同で部会が
開催されたことは、子どもたちの将来のために有効
な取組である。今後は高校との連携・交流にも力を
入れた取組があるとさらによいだろう。「ネット利用の
家庭内の約束」は、今年度も江津市内の全小中学
校で取り組んでいるが、時代の流れは急速に変化し
ており、ネットトラブルもますます低年齢化し、この目
標自体が時代についていっていないようにも感じる。
教員と生徒が共通理解がもてる講演会は実施され
ているが、PTAと連携を密にして親子で約束がきち
んと守れるような取組を進めてほしい。

　異校種間の連
携・連動を図り、
生徒の人間力の
向上をめざす。

　小中高の連携・
連動を密にして、学

校間の円滑な連携
に努める。

　小中高との交流・

情報交換会、授業公
開を積極的に行う。

また、異校種間の共
通課題の克服のた
め保護者への啓発

活動をより進める。

　中学校区内の小学校との交流については、10月に中学校に集合する形で「授
業・部活動体験」を行った。授業と部活動体験の希望をとり、授業は英語と理科
の2教科で行い、児童の感想からは、どちらの体験も楽しく充実した様子が見て
取れた。部活動体験では、コロナ禍で室内の密を避けるため、雨天の室内練習
となった外の部活体験の実施を取りやめた。部活動体験で生徒が児童に丁寧
に教えており、児童は中学校入学に期待が高まったようである。
　昨年度同様、キャリア・パスポートの連携を図るふるさと・キャリア教育部会がそ
れぞれ開催され、小中でめざす子どもの姿を共有することができた。
　「ネット利用の家庭内の約束」づくりは、江津市全体で取り組み、チラシを作成
し、保護者への周知も図っている。また、生徒へは情報モラル講演会などでも啓
発を行った。11月の講演会では小学校6年生と中学生と引率教員が同じ話を
聞き、共通理解したことを今後の指導につなげるようにしている。　生徒指導面の
連携では、学校警察連絡協議会での情報交換や、月例の校長会，教頭会等で
情報や指導事項の共有に努め、日々の指導にいかした。


